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一
般
質
問
11人から
12問

行政に問う

町　

長

　

当
町
の
補
助
実
績
は
な
い

が
、
他
市
町
の
補
助
実
績
か

ら
も
申
請
者
の
負
担
は
軽
減

で
き
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

議　

員

　

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
か
ら
の
住
宅
移
転
の
補

助
制
度（
除
去
費
の
限
度
額
97

万
５
千
円
）は
、申
請
者
の
負

担
軽
減
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町　

長

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

は
重
要
で
あ
り
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
工
事
の
早
期
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
年
間

で
施
工
で
き
る
箇
所
が
限
ら

れ
、
苦
慮
し
て
い
る
。

　

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

事
業
の
進
捗
に
努
め
る
。

議　

員

　

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
「
事
前
防
災
」
の
取

り
組
み
は
。

町　

長

　

国
の
算
定
に
基
づ
く
当
該

補
助
限
度
額
に
つ
い
て
、
町

独
自
に
見
直
す
必
要
性
は
な

い
と
考
え
る
。

議　

員

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の

住
宅
な
ど
の
改
修
に
対
す
る

補
助
限
度
額
（
77
万
２
千

円
）
を
上
げ
て
自
己
負
担
を

減
ら
す
べ
き
で
は
。

町　

長

　

個
人
の
財
産
は
個
人
で
守

る
の
が
前
提
で
、
採
択
基
準

に
合
致
し
た
場
合
、
県
の
補

助
金
を
使
っ
て
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
工
事
が
可
能
で
あ
る
。

　

採
択
基
準
に
満
た
な
い
場

合
は
住
宅
改
修
及
び
住
宅
移

転
な
ど
の
制
度
を
利
用
し
て

ほ
し
い
。

議　

員

　

採
択
基
準
の
見
直
し
を
含

め
た
町
独
自
の
条
例
制
定
、

整
備
を
し
て
は
。

産業建設課
都市計画課

土
砂
災
害
警
戒
区
域・特
別
警
戒
区
域
の
工
事
進
捗
は

町
多
額
の
事
業
費
の
た
め
、
年
間
工
事
件
数
も
限
ら
れ
る

産業建設課

急
傾
斜
地
崩
壊
箇
所
の
防
災
対
策
は

町
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
る

町　

長

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

は
狭
隘
で
急
峻
な
法
面
で
の

施
工
が
多
く
、
着
手
か
ら
完

了
ま
で
多
額
の
事
業
費
が
か

か
る
た
め
、
年
間
の
工
事
件

数
も
限
ら
れ
、
事
業
の
進
捗

に
は
苦
慮
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
に
合
計
９
カ
所
の

整
備
が
完
了
し
て
お
り
今
年

は
坂
町
に
お
い
て
３
カ
所
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

急
傾
斜
地
の
整
備
状
況
は

80
カ
所
の
う
ち
９
カ
所
し
か

実
施
さ
れ
て
な
い
が
。

町　

長

　

工
事
の
採
択
基
準
は
２
種

類
あ
り
、
町
の
施
工
は
斜
面

の
高
さ
が
５
ｍ
以
上
、
傾
斜

の
角
度
が
30
度
以
上
、
斜
面

が
崩
壊
し
た
と
き
の
被
害
を

受
け
る
人
家
が
２
戸
以
上
で

１
／
２
が
県
費
補
助
、
１
カ

所
の
工
事
費
用
が
１
０
０
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

県
施
工
は
斜
面
の
高
さ
が

10
ｍ
以
上
、
傾
斜
の
角
度
が

30
度
以
上
、
斜
面
が
崩
壊
し

た
と
き
の
被
害
を
受
け
る
人

家
が
10
戸
以
上
で
１
カ
所
の

工
事
費
用
が
７
０
０
０
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
規

定
に
よ
り
工
事
を
実
施
す
る
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
箇
所
の
採

択
基
準
は
。

向田　清一　議員

出下　孝　議員

工事が完了した急傾斜地

工事が待たれる急傾斜地

町　

長

　

町
、
本
人
・
家
族
、
福
祉

専
門
職
、
地
域
、
支
援
者
な

ど
が
密
接
に
連
携
し
、
実
効

性
の
あ
る
個
別
避
難
計
画
の

策
定
が
必
要
で
、
令
和
４
年

度
か
ら
策
定
に
着
手
し
、
令

和
７
年
度
完
了
を
目
指
す
。

議　

員

　

今
後
の
取
り
組
み
の
方
針

は
。

を
し
て
い
く
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
・
ひ
と

づ
く
り
で
は
、
河
川
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
や
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
無
償
貸
与
、
坂
町
災

害
伝
承
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た

幼
少
年
期
か
ら
の
防
災
教
育

や
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
な
ど
も
進
め
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
万
全
を
期

し
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

民
生
課
長

　

現
在
要
支
援
者
は
１
０
３

０
人
、
そ
の
中
で
、
名
簿
記

載
は
４
１
１
人
で
あ
る
。

　

優
先
度
は
要
介
護
者
・
障

害
者
人
数
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
の
地
域
内
危
険
箇
所
な

ど
に
よ
る
。

議　

員

　

要
支
援
者
の
人
数
と
名
簿

記
載
の
人
数
は
。
ま
た
具
体

的
な
優
先
度
は
。

町　

長

　

ま
ち
の
復
旧
・
イ
ン
フ
ラ

強
靭
化
で
は
、
被
災
し
た
道

路
や
河
川
は
早
期
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、
砂
防
え
ん

堤
な
ど
の
防
災
施
設
の
整
備

議　

員

　
「
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
」
は

令
和
５
年
度
が
最
終
年
度
で

あ
る
が
、
令
和
４
年
度
の
生

活
復
興
の
具
体
的
施
策
は
。

民　生　課
環境防災課
保険健康課

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
計
画
は

町
個
別
避
難
計
画
は
令
和
７
年
度
完
了
を
目
指
す

企画財政課
保険健康課
民　生　課
産業建設課

豪
雨
災
害
後
コ
ロ
ナ
禍
で
の
く
ら
し
の
再
建
は

町
コ
ロ
ナ
禍
で
も
被
災
者
支
援
は
変
わ
ら
な
い

町　

長

　

県
の
補
助
金
の
活
用
、
県

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
町

関
係
課
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
推
進
体
制
の
整
備
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
な
ど

の
検
討
を
行
う
。

　

優
先
度
に
基
づ
き
対
象
地

区
・
対
象
者
を
選
定
し
、
住

民
福
祉
協
議
会
な
ど
へ
の
事

例
説
明
な
ど
を
経
て
、
個
別

避
難
計
画
の
作
成
を
行
う
よ

う
考
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
の

個
別
避
難
計
画
作
成
を
、
ど

う
進
め
る
の
か
。

町　

長

　

す
ま
い
の
再
建
支
援
は
、

公
営
住
宅
な
ど
へ
の
入
居
支

援
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

を
し
た
。

　

暮
ら
し
に
関
す
る
総
合
的

な
支
援
は
、
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
今
年
度
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

引
き
継
ぎ
、
継
続
し
て
見
守

り
、
相
談
支
援
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
被
災
者
の
心

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続

し
て
い
く
。

　

豪
雨
災
害
後
の
コ
ロ
ナ
禍

を
含
め
た
「
く
ら
し
の
再

建
」
の
町
民
へ
の
施
策
は
。

主枝　幸子　議員

柚木　喬　議員

避難訓練中の要支援者

町民のくらしはどうなん？
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